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気
の
向
く
ま
ま
に
ク
ル
マ
で
い
こ
う
か

ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン 

川
沿
い
を
列
車
に
揺
ら
れ
て

チ
リ
リ
ン 

と
き
に
は
自
転
車
も
い
い
ね

こ
こ
ろ
が
日
常
を
離
れ
た
ら 

そ
れ
が
旅
の
は
じ
ま
り

里
山
の
ち
い
さ
な
町
を

て
く
て
く 

て
く
て
く 

お
な
か
を
空
か
せ

今
日
の
わ
た
し
は 

た
べ
る 

た
び

あ
い
に
ゆ
き
ま
し
ょ 

美
味
な
る
大
子
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こうとく
樹上では強い芳香を放ち、
小玉だがたっぷりと蜜が
入り甘みが強い。生産量
が人気に追いつかず希少。

ふじ
蜜が入り甘みも強く酸味
とのバランスのとれた味。
果汁も多く奥久慈だいご
の代表的なりんご。

ご
存
知
で
す
か
？

宇
宙
に
行
っ
た
り
ん
ご
の
話

秋
あきばえ

映
皮の色が濃く、完熟する
と黒っぽい紅色になるこ
とも。果肉は硬くパリッ
とした食感。果汁がたっ
ぷりで程よい酸味があり
香りも良い。

　

二
〇
一
六
年
十
二
月
、
米
航
空
宇
宙

局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
が
公
開
し
た
一
枚
の

写
真
に
、
大
子
の
町
は
ち
ょ
っ
と
熱
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
滞
在
す
る
宇
宙
飛
行
士

が
、
無
重
力
の
空
間
で
り
ん
ご
を
食
べ

て
い
る
写
真
。
日
本
が
開
発
し
た
無
人

補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
が
届
け
た
食

品
の
中
に
、
大
子
の
り
ん
ご
も
含
ま
れ

て
い
た
の
で
す
。

　
「
こ
う
の
と
り
」
は
種
子
島
か
ら

十
二
月
九
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

十
三
日
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
到
着
し

ま
し
た
。
日
本
各
地
二
十
三
の
都
道

府
県
か
ら
挙
が
っ
た
百
十
九
種
の
候

補
の
中
か
ら
、
生
食
が
可
能
で
、
常

温
で
四
週
間
以
上
保
存
で
き
る
な

ど
の
厳
し
い
条
件
を
ク
リ
ア
し
た

三
十
五
個
の
野
菜
や
果
物
が
選
ば
れ
、

温
州
み
か
ん
や
レ
モ
ン
と
と
も
に
、

青
森
県
の
「
ふ
じ
」
と
茨
城
県
大
子

町
産
の
「
秋
映
」
の
二
種
類
の
り
ん

ご
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。「
秋
映
」
は

果
皮
の
色
が
濃
く
、
果
汁
た
っ
ぷ
り
。

甘
さ
の
中
に
程
よ
い
酸
味
が
感
じ
ら

れ
、
日
持
ち
の
良
さ
に
も
優
れ
た
品

種
で
す
。

　

宇
宙
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
飛
行

J A 常陸大子町りんご部会
会長 豊田 茂男 さん
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樹上完熟 奥久慈りんご
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士
に
と
っ
て
、
み
ず
み
ず
し
い
り
ん

ご
が
い
か
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
お
役

に
立
て
た
か
、
想
像
す
る
だ
け
で
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。
口
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
爽
や
か
な
味
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
自
然
そ
の
も
の
の
手
触
り
や

シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
歯
応
え
に
、
き
っ

と
地
球
の
息
吹
を
感
じ
て
も
ら
え
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
子
町
に
り
ん
ご
の
栽
培
が
普
及

し
た
の
は
今
か
ら
六
十
年
ほ
ど
前
の

こ
と
。
戦
時
中
に
か
わ
い
が
っ
て
い

た
馬
を
軍
に
徴
用
さ
れ
た
黒
田
一
さ
ん

が
、
愛
馬
を
偲
ん
で
一
本
の
り
ん
ご
の

木
を
植
え
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
現

在
は
約
六
十
軒
の
農
家
が
栽
培
に
励

み
、
町
全
体
で
は
七
十
品
種
も
の
り
ん

ご
を
作
っ
て
い
ま
す
。

奥
久
慈
り
ん
ご
は

種
類
豊
富

　

大
子
の
り
ん
ご
は
ほ
と
ん
ど
市
場
に

出
回
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
〝
幻
の
〟
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
希
少
な
品
種
も
あ
り
、

個
性
豊
か
な
品
種
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ

フ
ァ
ン
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

り
ん
ご
の
収
穫
時
期
は
九
月
〜
十
二

月
に
か
け
て
。
り
ん
ご
狩
り
が
楽
し
め

る
観
光
果
樹
園
も
多
く
、
毎
年
楽
し
み

に
し
て
く
だ
さ
る
家
族
連
れ
や
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
す
。
り
ん
ご
を
採
る
に
は

コ
ツ
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
持
っ
た
ら

手
首
を
ひ
ね
っ
て
り
ん
ご
の
お
尻
を
空

に
向
け
る
よ
う
に
返
し
て
あ
げ
る
と
、

パ
シ
ッ
！
と
気
持
ち
の
い
い
手
応
え
を

感
じ
て
採
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

が
と
っ
て
も
楽
し
い
ん
で
す
。

大子町内にある観光りんご園

奥久慈宝
ほうべに

紅
大子町オリジナル新品種。
こうとくとふじの交配種
で、濃い赤色で甘く、ぱ
りっとした食感が特長。
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農家レストランの
手作りアップルパイ

豊田りんご園　[ M a p : p 3 0 ]

大子町小生瀬 3964
℡ 0295-76-0858
9:00 〜 16:00
シーズン中無休（9 月〜 12 月末）

みらんど袋田　[ M a p : p 1 8 ]

大子町袋田 383-1
℡ 0295-79-0296
9:00 〜 15:00

（レストランは11:00〜14:00）
火曜休（祝日の場合は営業）、
年始休

奥久慈りんご園　[ M a p : p 3 0 ]

大子町盛金 1719-2
℡ 0295-74-1215
9:00 〜 17:00
シーズン中無休（9 月中〜 12 月末）
オフシーズン要予約（1 月〜 9 月始め）

りんごのスイーツと　いえばやっぱりコレ！
個性派ぞろいのア　ップルパイ食べ比べ 藤田観光りんご園　[ M a p : p 3 0 ]

大子町浅川 400
℡ 0295-72-5028
9:30 〜 16:00
シーズン中無休（9 月〜 12 月）

りんごの食感が楽しめる
ざく切りのサンふじを2個
分使用したアップルパイ
は、シンプルながら飽きの
こない味わい。長辺21cm
の大きさも食べ応え十分。

大子町内の農家が集まって
運営する農家レストランが
作るアップルパイ。あっさ
り目のパイ生地にバター
風味のりんごフィリングが
マッチ。食べやすくサクッ
とした食感も人気。

特製コンポートをサクサ
クふんわりのパイ生地で
包んだ人気パイ。2種類の
砂糖とブランデー、レモン
を隠し味にした味わいも
絶妙。

奥久慈の味覚が味わえる
地産地消のレストランが
誇るアップルパイは、産
みたての奥久慈しゃもの
卵を使ったカスタードク
リーム入り。3日前までに
ご予約を。

大 ぶ り カ ッ ト の ジ ュ ー
シーなりんごを自家製の
スポンジ・パイ生地で包
んだ、りんご園ならではの
贅沢なアップルパイ。ラム
酒に漬けたレーズンやク
ルミも良いアクセント。

自家農園のりんごから、
味・食感の異なる数種類
のりんごをバランスよく
ブレンド。発酵バターのコ
クが自慢のパイ生地で包
んだこだわりの一品。

大子産の甘みの強いりんご
を使用し、自家製のサクサ
クした食感に焼きあげた
アップルパイです。食べや
すく加工したペーストは、
シナモン控えめ。

追分りんご園　[ M a p : p 3 0 ]

大子町小生瀬 2976-7
℡ 0295-76-0281
9:00 〜 16:00
不定休（要予約）

ログテラス鰐ヶ渕　[ M a p : p 1 8 ]

大子町下津原 1471
℡ 0295-74-1387
10:00 〜 21:00（電話予約可能時間）
不定休

奥久慈りんご園の
手づくりアップルパイ

自家農園で育てた旬のり
んごを使い、りんご本来の
風味が味わえるように甘
さ控えめ。サクッとした生
地と甘酸っぱいフィリン
グが好相性。

町 民 御 用 達 の パ ン 屋 さ
ん。あっさり仕上げた特製
フィリングとやさしい甘
さの自家製カスタードを、
ふっくら焼いたスポンジ
とサクサクパイ生地で包
んで出来上がり。

アップルパイ
サンローラン　[ M a p : p 2 0 ]

大子町大子 719
℡ 0295-72-2222
7:00 〜 17:00
木曜、元日休

新滝　[ M a p : p 1 8 ]

大子町袋田 178-1
℡ 0295-72-4044
9:00 〜 17:00（なくなり次第終了）
不定休

手作りアップルパイ

奥久慈豊田園アップルパイ

りんごの木から育てた
 アップルパイ

アップルパイ

手作りアップルパイ
こんにゃく関所　[ M a p : p 1 8 ]

大子町袋田 2698-8
℡ 0295-77-5011
8:30 〜 18:00

（昼食時11:00〜14:30）
不定休

T H E A P P L E P I E
りんご園で焼いた ぜいたくアップルパイ



由
緒
正
し
き
系
統

野
趣
あ
ふ
れ
る
う
ま
味

　
「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」
は
煮
て
よ
し
、

焼
い
て
よ
し
。
食
の
評
論
家
か
ら
は

ジ
ビ
エ
の
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
通

用
す
る
食
材
と
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
そ
の
特
徴
を
最
大
限
に

引
き
出
す
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

火
入
れ
の
仕
方
が
肝
心
。
皮
目
は
脂

を
落
と
し
て
パ
リ
ッ
と
香
ば
し
く
。

内
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
な
が
ら
も

決
し
て
焼
き
す
ぎ
ず
。
そ
う
し
て
う

ま
味
の
膨
ら
ん
だ
「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」

は
も
う
絶
品
！
こ
の
お
い
し
さ
を
存

分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ま
ず
は
地
元
料
理
店
の
自
慢
の
味
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
お
好
み
は
焼
き

鳥
？
鍋
？
そ
れ
と
も
洋
風
に
？
大
子

町
内
五
十
を
超
え
る
お
店
が
腕
を
振

る
っ
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

適度な弾力のある締まった肉質
は奥久慈しゃもならでは。国道
118 号沿い『奥久慈しゃも生産
組合』の直営店では手軽に調理で
きる商品を取りそろえています。

しゃもは闘争心が強い反
面とても繊細。ちょっと
した物音にも過敏に反応
するので、ストレス軽減
に音楽をかけて飼育して
いる生産者も。

奥久慈しゃも生産組合 
[ M a p : p 1 8 ]
大子町袋田 3721
℡ 0295-72-4250
9:00 〜 17:00
水曜休

9 8

奥久慈しゃもは飼育期間も雄 125 日、
雌 155 日前後とブロイラー（一般的な
若鶏）の 3 倍近い時間をかけて飼育し
ています。

　

引
き
締
ま
っ
た
肉
質
と
、
噛
む
ほ

ど
に
あ
ふ
れ
て
く
る
濃
い
う
ま
味
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
載
る
よ
う
な

焼
き
鳥
専
門
店
や
鳥
料
理
専
門
店

な
ど
、
プ
ロ
中
の
プ
ロ
に
選
ば
れ
る

「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」
は
、
世
界
中
の
ど

ん
な
銘
柄
肉
と
比
べ
て
も
引
け
を
と

ら
な
い
日
本
を
代
表
す
る
地
鶏
で
す
。

　
「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」
は
雄
の
し
ゃ
も

に
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
と
ロ
ー
ド
ア
イ

ラ
ン
ド
の
交
雑
種
の
雌
を
か
け
て
育

成
し
て
い
ま
す
。
気
性
の
荒
い
し
ゃ

も
を
群
れ
で
飼
う
の
は
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
広
々
と
し
た
鶏
舎
の
中
で

平
飼
い
し
、
充
分
な
運
動
を
さ
せ
な

が
ら
、
ス
ト
レ
ス
を
か
け
ず
に
育
て

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
足
腰
が
強
く

引
き
締
ま
っ
た
身
体
に
仕
上
が
っ
て

奥久慈しゃも

奥久慈しゃも生産組合
組合長 益子 実津雄さん
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育
ち
の
良
さ
が
味
に
出
る

最
高
峰
の
地
鶏

い
る
の
で
す
。
脂
肪
分
が
低
く
、
適

度
な
歯
応
え
が
あ
り
、
野
趣
を
感
じ

る
う
ま
味
が
特
長
で
す
。

　

飼
料
も
肉
質
と
食
味
を
考
慮
し
て

研
究
さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆

な
ど
の
穀
物
を
中
心
に
配
合
し
た
飼

料
を
与
え
、
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に

育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
理
的
表
示
保
護
制
度
に

全
国
初
登
録

　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日
、

「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」
は
農
林
水
産
省
の

地
理
的
表
示
（
GI
）
保
護
制
度
に
、

地
鶏
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
登
録
。

　

地
理
的
表
示
（
GI
）
保
護
制
度
と

は
、
農
林
水
産
省
が
日
本
各
地
域
に

存
在
す
る
、
伝
統
的
な
生
産
方
法
や

気
候
・
風
土
・
土
壌
な
ど
の
生
産
地

等
の
特
性
が
、
品
質
等
の
特
性
に
結

び
つ
い
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
産
品
の

名
称
（
地
理
的
表
示
）
を
知
的
財
産

と
し
て
登
録
し
、
保
護
す
る
制
度
が

「
地
理
的
表
示
保
護
制
度
」。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
地
理
的
表
示

保
護
制
度
の
導
入
を
通
じ
て
、
そ
れ

ら
の
生
産
業
者
の
利
益
の
保
護
を
図

る
と
同
時
に
、
農
林
水
産
業
や
関
連

産
業
の
発
展
、
需
要
者
の
利
益
を
図

る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。



　久慈川の渓流と雄大な山の景観を満喫できるロケーション。「山のとり肉
ともいわれる奥久慈しゃもを大子の自然とマッチした料理で食べてもらい
たい」と、店主の上谷泰久さんが腕を振るう「奥久慈しゃもコンフィの焙
り焼き」が一押し。仏料理のコンフィという調理法にヒントを得て、5 時
間ほどの低温加熱の下ごしらえをし、弾力がありつつ軟らかい食感に仕上
げた逸品。上谷さんは釣り名人としても知られ、店内にはヤマメなどの大
物の魚拓が飾られている。

　持ち帰りもイートインもできるデリカテッセン。旅館やスーパーの時代も
含めると創業 80 年になる老舗だ。開発に 3 年ほどかけたという自慢の奥
久慈しゃもめしは、しゃも肉、こんにゃく、にんじん、椎茸、ごぼうなどが
入った手作りの五目ごはんの上に、前日からたれに漬け込んだしゃもの胸肉
の照り焼きが乗る、まさにしゃもづくしの品。しゃもを味わえる品はほかに
も、奥久慈しゃも卵ライスカレー、奥久慈しゃもおにぎり、三代目奥久慈
しゃもの卵焼きがある（奥久慈しゃもめしは前日の夕方までに予約が必要。
2 個より予約可。また、町内外のイベント等で販売することもある）。

　真新しい木の外観が印象的な老舗割烹料理店。落ち着いた雰囲気の店舗
は個室を配し、ゆっくりと食事が楽しめる。看板料理は、モモ肉、砂肝
など、奥久慈しゃものすべての部位を使っている「奥久慈しゃもすき鍋」。
奥久慈しゃもの魅力を余すところなく堪能できる逸品。メニューには、鍋
やコース料理（要予約）のほか、奥久慈しゃも丼、湯葉刺しなどの一品料
理も並ぶ。茨城を中心に、全国から取り寄せる銘酒が充実。

　店主は、奥久慈しゃも生産組合員であり、自らしゃもの生産も手がけ
る、まさにしゃも肉の味を知りつくす人物。震災後の風評被害で観光客が
激減した 2011 年の 11 月に、一念発起して開店。店名は、山本一力の時
代小説「一膳飯屋だいこん」から付けた。食べる人のペースを見極め、炭
火で 1 本 1 本丁寧に焼き上げ提供するしゃもの焼き鳥は、たれと塩の両方
を用意。モモ肉と臭みのまったくないレバーは、ぜひ塩で。ネギ間やつく
ねはたれがおすすめ。ほかに、りんごのチップで炙ったしゃもの燻製など
も人気。

　看板料理の奥久慈しゃも丼は、奥久慈しゃも肉、奥久慈卵、奥久慈しゃ
ものスープを使った親子丼。「フワッ、トロの食感を大切に」と店主の小
玉永二さん。雄のモモ肉の筋を手作業で取り除くことで、軟らかく、程よ
い弾力を持ち、クセのない味に仕上げている。このひと手間が味の決め手
という。そのほか、奥久慈しゃも一羽から 2 個しかとれない生の上胸肉を
使用した奥久慈しゃものタタキ、しゃも肉のうま味の効いたスープが格別
の軍鶏ラーメンなども味わえる。

　創業以来 45 年間、上質な肉質と圧倒的なボリュームで、大子の老若男
女の胃袋を満たしてきた人気とんかつ店が、地元の名産を使った品をと考
え、10 年前から提供しているのが、しゃも肉を使った親子丼。熱した石
の器を使うのは、最後までアツアツのおいしい状態で食べてほしいという
店主夫妻の想いから。出す直前に乗せられた卵の黄身を、石焼ビビンバの
要領で自分で混ぜ合わせて食べる。全部食べきれなくても心配無用。帰り
におにぎりにして持たせてくれる。その人情がまたうれしい（ただし夏季
は除く）。

独自の工夫を凝らした奥久慈しゃも料理

奥久慈しゃもの照り焼きとしゃも入り五目ごはんでしゃもづくし！奥久慈しゃもの魅力を余すことなく堪能

炭火が引き出すしゃも肉極上のうま味

手間ひまかけた極上の奥久慈しゃも丼 最後までアツアツ。そのボリュームにびっくり！

奥久慈しゃもコンフィの焙り焼き

奥久慈しゃもすき鍋

焼き鳥

和風レストラン七曲り
[ M a p : p 3 0 ]

大子町下野宮 3504-1
℡ 0295-72-5391
11:30 〜 15:00、17:00 〜 21:00LO
木曜休

デリカショップ久慈屋　[ M a p : p 2 0 ]

大子町大子 673
℡ 0295-72-0243
9:00 〜 15:00
日曜休、年末年始・お盆休
https ://ku j i ya -de r ica . j imdof ree .com/

だいこん　[ M a p : p 2 0 ]

大子町大子 671
℡ 0295-76-8002
18:00 〜 22:00
日曜・月曜休

永福　[ M a p : p 2 2 ]

大子町池田 714
℡ 0295-72-4463
11:00 〜 14:30
月〜木曜休、祝日は営業
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弥満喜　[ M a p : p 2 0 ]

大子町大子 741-1
℡ 0295-72-0208
11:00 〜 15:00、17:00 〜 20:00
（在庫なくなり次第終了）
水曜休
（水曜日が祝日の場合は営業。この場合、火曜日
又は木曜日が休業。）

“しゃも愛 ” あふれる名　物メニューがいっぱい !!

奥久慈しゃも石焼き親子丼

とん鈴　[ M a p : p 2 0 ]

大子町大子 793
℡ 0295-72-1829
11:00 〜 14:00、17:00 〜 21:00
不定休

奥久慈しゃもめし

極上しゃも丼
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町民に愛される大子のご当地弁当

D A I G O
G O U R M E T T O U R

音楽で思い出す時代があるように

食べ物で思い出す旅もある。

朝晩はぐっと冷えこむ大子の気候風土に育まれた食材で

愛あるごはん、絶品スイーツ、素朴なおもてなし。

1 3

軍鶏弁当

旅人の定番！ご存知しゃも弁当

玉屋旅館　[ M a p : p 2 0 ]

大子町大子 178
℡ 0295-72-0123
11:00 〜 16:00（LO15:30）
年中無休

　弁当箱いっぱいにしゃもが詰まった大ボリュームの弁当を提供する
「玉屋旅館」は、大子町の中でも長い歴史を誇る老舗旅館。一般的な
鶏肉と比べ低脂肪で歯応えがあるブランド地鶏・奥久慈しゃも料理の
元祖として知られている旅館だ。常陸大子駅の名物駅弁として「しゃ
も弁当」を提供していることでも親しまれており、今でも予約をして
おけば駅まで届けてくれるそう。料理のおいしさはもちろん、畳の個
室でいただけるアットホームさも魅力の一つ。



D A I G O
G O U R M E T T O U R

D A I G O
G O U R M E T T O U R

行
け
ば
、

ま
っ
た
り
。

リ
ノ
ベ
を
楽
し
む

カ
フ
ェ
巡
り

　

お
茶
農
家
の
髙
見
園
が
営
む
「
髙

見
カ
フ
ェ
」
は
、
大
子
町
を
訪
れ
た

方
に
こ
だ
わ
り
の
緑
茶
と
紅
茶
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
二
〇
一
四
年

に
オ
ー
プ
ン
。
標
高
三
百
メ
ー
ト
ル

の
高
台
か
ら
、
一
面
の
茶
畑
を
眺
め

な
が
ら
自
家
製
の
お
茶
と
手
作
り
ス

イ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

地
元
の
り
ん
ご
一
〇
〇
%
ジ
ュ
ー
ス

を
使
っ
た
バ
バ
ロ
ア
や
大
子
産
の
米

粉
一
〇
〇
%
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な

ど
、
地
元
素
材
で
作
る
ス
イ
ー
ツ
も

好
評
。
里
山
の
静
か
な
環
境
の
中
、

ゆ
っ
た
り
と
お
茶
と
向
き
合
う
贅
沢

な
時
間
を
楽
し
ん
で
。

お
茶
と
の
新
た
な
出
会
い

茶
畑
を
見
渡
し
至
福
の
一
服

[ M a p : p 3 1 ]髙見カフェ

大子町左貫 1421
℡ 0295-78-0729
10:00 〜 16:00
月曜・火曜・水曜休

（4〜7月は農繁期のため休業）
https://takamien-cafe.com/

大子町袋田 1325-2
℡ 0295-72-3511
11:30 〜 14:00（LO13:30）
17:00 〜 21:00（LO20:30）要予約
※日によって変動あり。詳しくは
お電話でご確認ください。
月曜、第 4 火曜休(祝日の場合は翌日休)
https://houjyoukanbekkan.eyado.net/

　
「
大
子
に
あ
る
資
源
を
余
す
こ
と

な
く
生
か
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

て
オ
ー
プ
ン
し
た
「d

a
ig

o c
a

fé

」

は
、
大
子
産
食
材
を
使
っ
た
食
事
や

ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
せ
る
カ
フ
ェ
。
選
書
セ
ン
ス

の
光
る
本
棚
も
設
置
さ
れ
、
時
間
を

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

な
雰
囲
気
が
魅
力
。
地
産
品
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ほ
か
、
ラ
イ
ブ
や

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
多
数
開
催
。

カ
フ
ェ
だ
け
で
な
く
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
的
な
役
割
も
兼
ね
て
い
る
。

　

静
寂
感
漂
う
数
寄
屋
造
り
の
奥
久

慈
会
席
店
。
テ
ー
ブ
ル
席
、
和
室
、

茶
室
を
配
す
る
隠
れ
家
の
雰
囲
気
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

も
ら
い
た
い
と
、
一
日
六
組
限
定
の

予
約
制
。
料
理
は
、
地
場
産
の
旬
の

食
材
に
こ
だ
わ
り
、
最
高
級
Ａ
5
ラ

ン
ク
の
常
陸
牛
・
奥
久
慈
し
ゃ
も
・

大
子
ゆ
ば
・
久
慈
川
の
鮎
・
秋
の
松

茸
・
奥
久
慈
野
菜
・
山
菜
・
大
子
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
米
な
ど
、
奥
久
慈
な
ら

で
は
の
味
を
大
切
に
し
た
会
席
ス
タ

イ
ル
。
近
く
の
ホ
テ
ル
と
提
携
し
、

食
事
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
を
用
意
。

レ
ト
ロ
な
時
間
が
流
れ
る

町
の
ア
ン
テ
ナ
カ
フ
ェ

厳
選
し
た
旬
の
味
を
愉
し
む

贅
沢
な
ひ
と
と
き

d a i g o c a fé寿昌庵 けん坊 [ M a p : p 2 0 ][ M a p : p 3 0 ]

大子町大子 688
℡ 0295-76-8755
11:00 〜 18:00（17:00LO）
水曜休

大子町下野宮 2072-1
℡ 0295-72-2007
11:30 〜 15:00、17:00 〜 23:00
不定休

　

食
・
茶
・
甘
・
酒
・
泊
の
ど
れ

で
も
楽
し
め
る
里
山
の
リ
ゾ
ー
ト

カ
フ
ェ
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
、
こ
こ

「
咲
く
カ
フ
ェ
」。
築
四
十
年
の
民
家

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
店
内
は
、

都
会
で
は
で
き
な
い
贅
沢
な
空
間
の

使
い
方
と
北
欧
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
の

店
内
が
印
象
的
だ
。
自
家
栽
培
の
野

菜
や
ハ
ー
ブ
を
含
め
、
二
十
〜
三
十

品
目
の
地
元
産
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
は
写
真
映
え
必
至
。
カ
フ
ェ
だ
け

で
な
く
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
の

利
用
も
で
き
る
の
で
、
お
し
ゃ
れ
に

敏
感
な
遠
方
の
友
達
に
も
自
信
を

持
っ
て
お
す
す
め
し
た
い
。

　
「
居
心
地
の
い
い
場
所
に
」
と
い

う
思
い
を
店
名
の
「
チ
ル
」
に
込
め

た
。
喫
茶
店
を
付
け
た
の
は
、「
老

若
男
女
、
誰
で
も
気
軽
に
来
店
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
か
ら
。
提
供

す
る
料
理
、
ス
イ
ー
ツ
、
ド
リ
ン
ク

は
、
大
子
産
の
食
材
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
“
チ
ル
”
ス
タ
イ
ル
。
例

え
ば
、「
豚
ス
ペ
ア
リ
ブ
の
赤
ワ
イ
ン

煮
」
は
、
奥
久
慈
り
ん
ご
使
用
の
デ

ミ
グ
ラ
ソ
ー
ス
が
ポ
イ
ン
ト
。「
戸
邊

産
の
わ
さ
び
丼
」「
八
溝
の
清
水
の
ク

リ
ー
ム
あ
ん
み
つ
」「
珂
北
酒
造
の
ク

ラ
ウ
デ
ィS

A
K

E

」
な
ど
、
地
産
地

消
を
意
識
し
た
メ
ニ
ュ
―
が
並
ぶ
。

里
山
の
リ
ゾ
ー
ト
で

大
子
を
欲
張
り
に
楽
し
む

心
地
い
い
空
間
で
、

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
る
料
理
を

[ M a p : p 2 0 ]
[ M a p : p 2 0 ]

咲くカフェ喫茶店チル

大子町大子 416-1
℡ 0295-76-8320
11:00 〜 22:00
月曜・火曜休
https ://saku .ca fe/

大子町大子 825-6
℡ 090-8839-4889
11:00 〜 18:00（金曜、土曜は 20:00 まで）
水曜・木曜休、不定休有

時
間
を
忘
れ
て

し
っ
ぽ
り
と
。

予
約
必
至
な

レ
ス
ト
ラ
ン

ゆ
っ
た
り
、
ま
っ
た
り

季
節
味
わ
う
和
モ
ダ
ン
空
間

[ M a p : p 1 8 ]北條館別館 o to n a r i
　

観
光
名
所
「
袋
田
の
滝
」
の
程
近

く
に
あ
る
旅
館
併
設
の
和
食
レ
ス
ト

ラ
ン
。
和
モ
ダ
ン
な
空
間
は
旅
館
な

ら
で
は
の
お
も
て
な
し
が
行
き
届
き
、

ゆ
っ
た
り
ま
っ
た
り
と
時
間
を
忘
れ

て
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
名
物

に
し
て
四
十
年
と
い
う
鰻
料
理
に
は

国
産
を
使
い
、
地
元
の
食
材
・
野
菜

を
メ
イ
ン
に
季
節
を
大
切
に
し
た
老

舗
の
味
を
提
供
。
奥
久
慈
し
ゃ
も
料

理
や
お
得
な
ラ
ン
チ
を
は
じ
め
、
ミ

ニ
懐
石
、
コ
ー
ス
料
理
な
ど
特
別
な

日
の
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
。
カ
フ
ェ
と

し
て
の
利
用
も
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

うな丼 上 のお膳

「紅茶セットB」

コース料理

1 5 1 4

R e s t a u r a n t & C a f e
「奥久慈しゃもの手羽先カレー」

「季節のランチパスタプレート（スープ・ドリンク付）」
「豚スペアリブの赤ワイン煮」（サラダ、スープ付き）
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1 7 1 6

L a n d s c a p e

　

奥
久
慈
の
山
々
や
久
慈
川
の
清
流
、

鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
、
自
然
が
満
喫

で
き
る
隠
れ
家
の
趣
き
。「
の
ん
び
り

と
季
節
の
料
理
を
楽
し
ん
で
」
と
店

主
。
奥
久
慈
し
ゃ
も
、
地
場
産
の
山

菜
、
川
魚
な
ど
、
旬
の
素
材
を
使
っ

た
料
理
が
そ
ろ
う
。
囲
炉
裏
を
囲
ん

で
の
「
奥
久
慈
し
ゃ
も
鍋
」
は
味
わ

い
も
格
別
。
し
ゃ
も
ガ
ラ
で
と
っ
た

出
汁
に
醤
油
で
味
付
け
し
、
ご
ぼ
う

の
風
味
を
プ
ラ
ス
し
た
あ
っ
さ
り
系

の
ス
ー
プ
に
地
場
野
菜
と
奥
久
慈

し
ゃ
も
を
加
え
て
煮
込
ん
だ
鍋
は
、

素
材
の
う
ま
味
が
引
き
立
っ
て
い
る
。

奥
久
慈
の
景
観
を
眺
め
な

が
ら
季
節
料
理
を
味
わ
う

[ M a p : p 3 0 ] 庄の家

　

店
主
が
厳
選
す
る
世
界
各
地
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
、
長
年
の
経
験
と
技
術
で
丁

寧
に
焙
煎
す
る
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
。「
産
地
、
品
種
、
精

製
方
法
な
ど
に
よ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
の
個

性
の
違
い
が
楽
し
め
ま
す
。
お
客
様
の

好
み
に
合
わ
せ
て
提
案
し
ま
す
」
と
店

主
。
豆
の
ほ
か
、
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ
、

器
具
な
ど
の
コ
ー
ヒ
ー
関
連
商
品
も

扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の

店
か
ら
自
然
豊
か
な
絶
景
を
眺
め
な
が

ら
、
販
売
す
る
全
種
類
の
豆
を
ド
リ
ッ

プ
す
る
コ
ー
ヒ
ー
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
な

ど
の
ケ
ー
キ
を
味
わ
え
る
の
も
魅
力
。

個
性
豊
か
な
コ
ー
ヒ
ー
に

出
会
え
る
自
家
焙
煎
の
専
門
店

[ M a p : p 1 8 ]
奥久慈珈琲焙煎所
ルージュノワール

大子町高田 985
℡ 0295-72-5665
10:30 〜 20:00
水曜休

大子町矢田 654
10:00 〜 17:00
月〜木曜休、不定休有

　

奥
久
慈
の
名
勝
・
月
待
の
滝
を
目
前

に
す
る
そ
ば
屋
。
水
辺
の
潤
い
に
あ
ふ

れ
た
景
色
は
四
季
折
々
に
美
し
く
、
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
。
店
主
の
大

関
仁
さ
ん
が
打
つ
そ
ば
は
、
外
二
の
割

合
い
で
仕
上
げ
る
端
正
な
細
切
り
で
、

常
陸
秋
そ
ば
の
香
り
が
際
立
っ
て
い

る
。
玄
そ
ば
を
、
殻
を
外
し
た
丸
抜
き

に
し
、
自
ら
開
発
し
た
「
カ
ラ
ー
選
別

機
」
に
か
け
て
精
選
。
雑
味
の
な
い
逸

品
を
提
供
。
そ
ば
の
ほ
か
、
店
を
開
く

前
に
全
国
を
食
べ
歩
い
た
体
験
を
ヒ
ン

ト
に
し
た
〝
く
る
み
の
そ
ば
だ
ん
ご
〟

や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
も
人
気
。

　

築
百
年
の
自
宅
を
開
放
し
た
「
大

円
地
山
荘
」
は
、
手
打
ち
の
常
陸
秋

そ
ば
が
食
せ
る
蕎
麦
屋
。
男
体
山

の
ふ
も
と
に
あ
る
位
置
柄
に
対
し
て

「
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
く
ま
で
に
苦
労

す
る
方
が
多
い
ん
で
す
」
と
女
将
さ

ん
は
気
さ
く
に
笑
う
。
つ
ゆ
や
小
鉢
、

持
ち
帰
り
の
品
々
、
蕎
麦
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
ア
イ
ス
な
ど
、
す
べ
て

自
家
製
で
提
供
。
林
を
抜
け
た
先
に

あ
る
天
ぷ
ら
の
味
が
絶
品
な
の
は
も

ち
ろ
ん
、
自
宅
の
よ
う
に
く
つ
ろ
げ

る
畳
の
席
に
も
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ

を
感
じ
る
名
店
だ
。

滝
を
目
前
に
す
る
絶
景
は
、

う
れ
し
い
お
も
て
な
し

風
情
あ
ふ
れ
る
空
間
と

手
間
ひ
ま
か
け
た
手
料
理

月待の滝 もみじ苑大円地山荘 [ M a p : p 2 2 ][ M a p : p 3 0 ]

大子町川山 1369-1
℡ 0295-72-3993
10:30 〜 17:00
水曜休（5 〜 8 月、11 月は無休）
https ://momi j ien .com/

大子町頃藤 2211　℡ 0295-74-0370
土曜・日曜 11:00 〜 15:00（要予約）
月曜〜金曜休

大子町袋田一條 2978-2
℡ 0295-76-8079
10:00 〜 18:00（LO17:00）
水曜・木曜休

風
景
が

隠
し
味
。

こ
れ
ぞ
大
子
な

絶
景
グ
ル
メ

h a j i m a r i

「コーヒーゼリーアイスのせ」と「ブレンドコーヒー」 「奥久慈しゃも鍋」

「天ざる蕎麦」※すべての蕎麦に抹茶蕎麦を合盛り可。

ハンドドリップで抽出した「コーヒー」

「もりそば」

自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
で
紡
ぐ

古
民
家
カ
フ
ェ

[ M a p : p 2 2 ]

　

築
1
5
0
年
の
古
民
家
を
再
生
し

た
カ
フ
ェ
。
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
家
具
や

道
具
が
並
ぶ
空
間
で
提
供
す
る
コ
ー

ヒ
ー
は
、
店
内
で
自
家
焙
煎
し
た
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
で
、
一
杯
ず
つ

ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で
抽
出
。
産
地
や
品

種
な
ど
、
吟
味
し
た
も
の
を
そ
ろ
え
、

豆
も
販
売
す
る
。
一
押
し
は
、
香
ば
し

さ
と
爽
快
感
が
絶
妙
な
ド
ミ
ニ
カ
産
の

浅
煎
り
コ
ー
ヒ
ー
。「
お
に
ぎ
り
に
も
よ

く
合
う
」
と
い
う
。「
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー

パ
フ
ェ
」、「
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
ア
イ
ス

の
せ
」
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
は
、
コ
ー

ヒ
ー
の
香
り
が
引
き
立
つ
大
人
の
味
。
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6

4

1

3

5

2
7

袋田小

袋田の滝

滝本屋本店

根本こんにゃく店

袋田温泉
思い出浪漫館

みらんど袋田
p.7・p.26

ドライブインなかじま

よねや

鮎美屋

新滝 p.6

こんにゃく関所 p.7・p.26
ゆば壱 p.27

永瀬食品

メーテル
カフェ

ログテラス鰐ヶ渕 p.6

山水

奥久慈しゃも
生産組合 p.8・p.29

奥久慈珈琲焙煎所
ルージュノワール
p.16

吉餅 p.28／袋田食品

北條館別館
otonari p.15

　　 エリア内の飲食店等：
たきもと／滝生屋／ときわ／滝美館／
若葉／斎藤園芸店／たまや／まるせんや／
滝見屋／滝本屋支店／多㐂乃家／
依田屋／瀧見茶屋

昔屋
大子町袋田 178　℡ 0295-72-3201
平日 10:30 〜 14:00、土曜・日曜 10:30 〜 15:00
木曜・金曜休（11 月は毎月営業）

2 袋田の滝近エリア

料
理
に
空
間
に
店
主
の
個
性
が
冴
え
る
人
気
店

「山賊鍋」。熊鍋、熊肉の鉄板焼きもおすすめ。

山賊料理 前原
大子町袋田 257　℡ 0295-72-3426
10:00 〜 17:00　不定休

3P I Z Z E R I A KOZÓ
大子町袋田 2698-5　℡ 0295-76-8880
11:00 〜 17:30（生地がなくなり次第終了）　不定休

6

福
フ ク ロ ウ

来朗
大子町袋田 968-3　℡ 0295-72-3086
11:30 〜 14:00、17:00 〜 21:00
月曜・第 2・3 火曜休

5

お食事処 川ふじ
大子町袋田 629-2 　℡ 0295-72-4979
11:00 〜 20:00　水曜休

4

売店でも食事ができる
ところがあります。

双葉食堂
大子町袋田 177-1　℡ 0295-72-3217
10:30 〜 15:30　不定休

17 そば処 ますこ庵
大子町小生瀬 2878-6　℡ 0295-76-1028
11:30 〜 14:30（LO14:00）　水曜休（祝日の場合翌日休）

マイナスイオンと
食のおもてなしに身も心も癒やされる

D A I G O
G O U R M E T T O U R

D A I G O
G O U R M E T T O U R

多
く
の
旅
行
者
で
賑
わ
う
『
袋
田
の

滝
』
の
入
り
口
付
近
。
大
子
な
ら

で
は
の
食
が
旅
の
疲
れ
を
癒
や
し
て
く
れ

る
。

　

袋
田
の
滝
か
ら
五
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ

ろ
に
あ
る
『
双
葉
食
堂
』
は
、
奥
久
慈
の

農
家
か
ら
仕
入
れ
た
香
り
高
い
「
袋
田
秋

そ
ば
」
と
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
温

か
い
お
も
て
な
し
が
評
判
の
老
舗
そ
ば
・

う
ど
ん
処
。
旬
の
地
元
野
菜
や
果
物
の
う

ま
味
を
閉
じ
込
め
た
天
ぷ
ら
七
点
盛
り
に

は
、
季
節
に
よ
っ
て
り
ん
ご
や
柿
な
ど
の

天
ぷ
ら
や
お
茶
塩
が
添
え
ら
れ
る
。

　

水
車
の
あ
る
建
物
が
目
印
の『
昔
屋
』
も

趣
深
い
。
築
二
百
年
以
上
と
い
う
古
民
家

の
佇
ま
い
は
、
風
情
の
あ
る
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
半
世
紀
に
わ
た
り
愛
さ

れ
て
き
た
看
板
料
理
は
、
常
陸
秋
そ
ば
を

使
用
し
た
「
け
ん
ち
ん
そ
ば
」。
具
に
十
種

ほ
ど
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
と
入
っ
た
懐
か

し
い
郷
土
の
味
に
身
も
心
も
温
か
く
な
る
。

　

毛
皮
や
古
道
具
な
ど
が
飾
ら
れ
た
空
間

が
、
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す『
山
賊
料

理 

前
原
』も
袋
田
の
滝
か
ら
徒
歩
圏
内
だ
。

イ
ノ
シ
シ
や
鹿
、
奥
久
慈
し
ゃ
も
を
、
お

い
し
い
時
期
や
部
位
を
知
り
尽
く
し
た
店

主
こ
だ
わ
り
の
鍋
や
鉄
板
焼
き
で
提
供
す

る
。
そ
の
ほ
か
、時
期
限
定
で
鮎
の
刺
し
身

（
五
月
末
～
十
一
月
末
頃
）
も
楽
し
め
る
。

　

袋
田
の
滝
か
ら
国
道
4
6
1
号
に
抜

け
る
道
の
途
中
に
あ
る『
お
食
事
処 

川

ふ
じ
』
は
、
地
元
で
三
十
年
以
上
愛
さ
れ

る
街
の
定
食
屋
さ
ん
。
厚
切
り
の
茨
城
県

産
豚
肉
を
ニ
ン
ニ
ク
と
生
姜
で
炒
め
た

「
ポ
ー
ク
ジ
ン
ジ
ャ
ー
」
や
、
揚
げ
た
て

の
特
大
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
が
二
匹
丸
ご

と
味
わ
え
る
「
海
老
フ
ラ
イ
」
な
ど
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
手
頃

な
価
格
で
提
供
。

　

広
島
出
身
の
店
主
が
作
る
お
好
み
焼
き

が
評
判
の
『
福
来
朗
』。
生
地
と
具
材
を

混
ぜ
ず
に
、
具
材
を
重
ね
て
焼
く
広
島

風
。
重
な
り
合
っ
た
具
材
が
蒸
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
う
ま
味
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
楽
し

め
る
。
こ
だ
わ
り
は
、
広
島
か
ら
取
り
寄

せ
る
生
麺
、
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
、
ブ
レ
ン

ド
し
た
ソ
ー
ス
。

　

滝
か
ら
少
し
離
れ
る
が
、
久
慈
川
の
清

流
を
眺
め
な
が
ら
本
場
イ
タ
リ
ア
の
薪

窯
で
焼
き
上
げ
る
ナ
ポ
リ
ピ
ザ
専
門
店

『
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア 

コ
ゾ
ー
』
も
見
逃
せ
な

い
。
イ
タ
リ
ア
産
の
小
麦
粉
の
み
を
厳
選

し
、
一
日
か
け
て
熟
成
さ
せ
た
生
地
は
、

も
っ
ち
り
柔
ら
か
な
軽
い
食
感
だ
。
大
子

町
産
の
葉
わ
さ
び
と
生
湯
葉
の
ピ
ザ
や
奥

久
慈
り
ん
ご
の
ド
ル
チ
ェ
ピ
ザ
も
逸
品
。

テ
ラ
ス
席
は
ペ
ッ
ト
同
伴
可
。

　

滝
川
の
瀬
音
が
静
か
に
響
く
自
然
に
包

ま
れ
た
『
そ
ば
処 

ま
す
こ
庵
』
は
、
常
陸

秋
そ
ば
を
石
臼
で
自
家
製
粉
。
水
戸
光
圀

公
が
「
秀
明
水
」
と
命
名
し
た
と
の
言
い

伝
え
が
あ
る
地
元
の
天
然
水
を
使
い
、
コ

シ
と
香
り
の
あ
る
そ
ば
が
味
わ
え
る
。
ふ

る
さ
と
応
援
メ
ニ
ュ
ー
「
奥
久
慈
し
ゃ
も

そ
ば
」
は
、
し
ゃ
も
肉
の
う
ま
味
が
堪
能

で
き
る
逸
品
だ
。

「舞茸と海老野菜天ざるそば」

「けんちんそば」

「ポークジンジャー」

「とろ～りチーズのスペシャルそば」

「葉わさびと生ゆばのPIZZA」

「奥久慈しゃもそば」
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大子町
文化福祉
会館

道の駅「奥久慈だいごWEST」
令和8年秋オープン

常陽
銀行

筑波銀行

大子郵便局

大子町
交流拠点施設
（B.B.D）

大子商店

井坂本店 p.28

デリカショップ久慈屋 p.10

玉屋旅館 p.12 daigo café p.14

奥久慈イタリアン
ブリランテ

だいご
味らんど本店

船橋 p.29

だいご小

十二所神社

咲くカフェ
Flower

街かど美術館

器而庵

板さん食堂

喫茶店チル p.15

NPO法人
まちの研究室

通行止

泉町

本町

3

2

4

5

6

弥満喜弥満喜 p.11p.11弥満喜 p.11

1

咲く
カフェ p.14

闍倉 p.24

memeguru
だいこんだいこん p.10p.10だいこん p.10

p.7

山林堂山林堂 p.28p.28山林堂 p.28

とん鈴 p.10

常陸大子駅近エリア

レ
ト
ロ
な
建
物
が
点
在
し
、
ど
こ
か

懐
か
し
い
風
情
が
残
る
常
陸
大
子

駅
前
の
商
店
街
。
散
策
し
な
が
ら
自
分
好

み
の
お
店
を
探
し
て
み
て
は
。

　

大
子
駅
の
す
ぐ
前
に
あ
る
、
大
子
町
振

興
公
社
が
運
営
す
る
『
駅
前
食
堂 

来
て
喜

（
き
て
き
）』。
ユ
ニ
ー
ク
な
店
名
は
、「
来

て
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
店
」
を
目
指
す
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
。
汽
車
の
汽
笛
を
連
想
さ

せ
る
言
葉
の
響
き
も
印
象
的
だ
。
定
番
の

天
ぷ
ら
そ
ば
、
う
ど
ん
、
か
き
揚
げ
丼
の

ほ
か
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
か
つ
丼
、
地

元
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
の
お
に
ぎ
り
な
ど
も
人

気
。「
よ
り
早
く
、
よ
り
お
い
し
く
、
よ
り

安
く
」
提
供
す
る
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
。

　

常
陸
大
子
駅
前
で
昭
和
五
十
一
年
か
ら

続
く
、
町
の
老
舗
店
『
パ
ン
工
房 

サ
ン

ロ
ー
ラ
ン
』
は
惣
菜
パ
ン
や
菓
子
パ
ン
、

ケ
ー
キ
、
焼
き
菓
子
な
ど
、
幅
広
い
品
ぞ

ろ
え
。
看
板
商
品
の
「
シ
ル
ク
タ
ッ
チ
」

は
ク
リ
ー
ム
を
絶
妙
に
配
合
し
た
、
し
っ

と
り
＆
滑
ら
か
食
感
の
食
パ
ン
。
大
子
産

食
材
を
積
極
的
に
使
っ
て
お
り
、
リ
ン
ゴ

パ
イ
や
米
粉
パ
ン
、
お
に
ぎ
り
も
お
す
す

め
。

　

駅
前
と
い
う
立
地
の
良
さ
か
ら
、
町
の

人
た
ち
の
繋
が
り
の
場
と
な
っ
て
い
る

ラ
ー
メ
ン
店
が
『
大
成
食
堂
』
だ
。
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
醤
油
ラ
ー
メ
ン
は
飽
き
の
こ

な
い
シ
ン
プ
ル
さ
が
魅
力
だ
が
、「
こ
の

ラ
ー
メ
ン
を
通
し
て
大
子
の
人
の
繋
が
り

の
場
に
な
れ
れ
ば
」
と
店
主
。
駅
前
を
通

り
過
ぎ
た
と
き
に
「
今
日
も
大
子
に
来
て

た
の
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
大
成
食

堂
か
ら
は
、
大
子
町
の
人
の
温
か
み
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

個
人
経
営
の
居
酒
屋
で
こ
れ
だ
け
の
テ

イ
ス
ト
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
そ
ろ

え
る
お
店
は
な
か
な
か
無
い
。
広
い
店
内

が
毎
日
仕
事
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
『
魚

兼
』
だ
。
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
も
お

す
す
め
な
の
は
、
随
時
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
変
化
す
る
鉄
板
焼
き
。
調
理
風
景
が
見

え
る
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
は
食
欲
を
そ
そ
る

匂
い
と
と
も
に
、
親
方
の
笑
顔
が
日
々
大

子
の
仕
事
人
を
癒
す
。

　

食
べ
た
瞬
間
に
体
に
す
っ
と
染
み
わ
た

る
み
ず
み
ず
し
さ
で
、
食
通
か
ら
も
絶
大

な
支
持
を
集
め
る
寿
司
屋
『
磯
重
』。
都
内

の
名
店
で
修
業
を
重
ね
た
店
主
が
自
ら
市

場
で
仕
入
れ
を
行
い
、
こ
だ
わ
り
抜
い
た

ネ
タ
を
そ
ろ
え
る
。
イ
ワ
シ
や
ア
ジ
、
焼

穴
子
な
ど
の
値
段
の
張
ら
な
い
寿
司
も
評

判
で
、
夜
の
お
酒
の
お
共
に
は
、
お
つ
ま

み
メ
イ
ン
の
お
任
せ
コ
ー
ス
も
。

　

旧
時
計
屋
さ
ん
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
パ
ン
屋
さ
ん
『
ミ
チ
ル
ベ
ー
カ
リ
ー
』。

マ
ー
ガ
リ
ン
、
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
不
使
用
。

毎
日
、
口
に
で
き
る
安
心
な
素
材
選
び
に

こ
だ
わ
る
。
大
子
町
の
地
元
産
も
取
り
入

れ
、
特
別
な
日
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
生

活
に
寄
り
添
え
る
パ
ン
屋
さ
ん
。
お
す
す

め
の
山
型
の
食
パ
ン
『
や
ま
し
ょ
く
』
は
、

し
っ
と
り
、
も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
で
、

ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
お
い
し
さ
に
。

パン工房 サンローラン
大子町大子 719　℡ 0295-72-2222
7:00 〜 17:00　木曜休

大成食堂
大子町大子 721　℡ 0295-72-0307
11:00 〜 14:30　木曜休

ミチルベーカリー
大子町大子 618-5
10:00 〜 18:00　月曜・火曜・水曜休

「やましょく」

2磯重
大子町大子 825-1　℡ 070-1457-8788
17:00 〜 22:30　不定休

5

36

魚兼
大子町大子 674-1　℡ 0295-72-0146
11:30 〜 14:00（平日のみ）、17:30 〜 22:30　日曜休

4

D A I G O
G O U R M E T T O U R

1 駅前食堂 来て喜
大子町大子 987　℡ 0295-76-8158
8:00 〜 15:00（土曜・日曜 19:00 まで）　火曜休

一
度
行
っ
た
ら
や
み
つ
き
必
至
な
デ
ィ
ー
プ
タ
ウ
ン

昔懐かしい風情が残る
大子の街をてくてく食べ歩き

D A I G O
G O U R M E T T O U R

「かつ丼」

「焼肉バインミー」「握り」

「ラーメン」

「国産牛」



大子広域公園

久慈
川

永福 p.11

大子中

リバーサイド
奥久慈福寿荘

石井菓子店

居酒屋松風

大子温泉
やみぞホテル

hajimari p.17

魚作

屋代菓子舗

大子
警察署

月待の滝 もみじ苑 p.16

大石家

しいなりんご園 p.29

大子町役場

百万弗

6

3

和風レストランはら山

5

4

2

7

珉珉

1

8

道の駅 奥久慈だいご p.26 ／
だいご味らんど 道の駅店 p.27

鄙の庭きん彩

D A I G O
G O U R M E T T O U R

2 3 2 2

R 1 1 8 エリア

大
子
町
を
縦
断
す
る
国
道
1
1
8
号
。

道
路
沿
い
に
は
、
旅
行
者
に
う
れ
し

い
食
事
処
が
点
在
す
る
。

　

昭
和
五
十
九
年
開
業
の
『
く
れ
し
ぇ
ん

ど
』
は
、
レ
ト
ロ
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
。
五
十
種
以
上
の
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
中

で
も
看
板
料
理
は
、
国
産
ひ
き
肉
を
手
こ
ね

で
丸
め
た
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ハ
ン
バ
ー
グ
。
ス

タ
ミ
ナ
抜
群
の
「
と
ん
か
つ
ラ
ー
メ
ン
」
も

お
す
す
め
。

　

真
心
込
め
た
手
作
り
の
味
を
大
切
に
し

て
い
る
『
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン 

み
の
わ
』
は
、

親
子
二
代
で
営
む
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
。
食
べ

応
え
満
点
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
確
か
な
味
に
定

評
の
あ
る
地
元
に
愛
さ
れ
る
お
店
。
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
店
内
は
、
女
性
一
人
で
も
家

族
連
れ
で
も
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
。

　

大
子
駅
前
に
あ
っ
た
喫
茶
店
を
現
在
の
場

所
に
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
移
転
し
た

『
煉
瓦
亭
』。
ハ
ン
バ
ー
グ
や
生
姜
焼
き
な

ど
、
地
元
で
愛
さ
れ
る
味
を
提
供
。
創
業
当

時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
人
気
を
誇
る
厚
切
り
ト
ー

ス
ト
は
お
す
す
め
の
一
つ
。
厚
切
り
の
食
パ

ン
を
香
ば
し
く
焼
き
上
げ
、
店
名
に
因
ん
で

煉
瓦
状
に
カ
ッ
ト
。
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
と
の
相

性
も
抜
群
だ
。

　

手
間
ひ
ま
か
け
た
家
庭
の
味
を
大
切
に
す

る
『
久
慈
食
堂
』
は
、
毎
日
来
て
も
飽
き
な

い
庶
民
の
味
方
だ
。
地
元
に
根
ざ
し
、
常
連

客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ニ
ラ
レ
バ
炒
め
、

生
姜
焼
き
、
麻
婆
豆
腐
な
ど
の
定
食
か
ら
、

カ
ツ
丼
や
担
々
麺
な
ど
、
五
十
種
以
上
の
メ

ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。

　

洋
食
一
筋
の
ベ
テ
ラ
ン
シ
ェ
フ
が
腕
を

振
る
う
“
こ
だ
わ
り
カ
レ
ー
”
が
看
板
料

理
の
洋
食
店
『
さ
わ
』。
カ
レ
ー
は
、
野
菜

や
果
物
な
ど
を
じ
っ
く
り
煮
込
み
、
う
ま

味
を
十
分
に
引
き
出
し
た
ス
ー
プ
が
決
め

手
。
ス
パ
イ
シ
ー
で
あ
り
な
が
ら
優
し
い

味
わ
い
だ
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
ツ
カ
レ
ー
、

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
、
オ
ム
ラ
イ
ス
、
ス
パ

ゲ
ッ
テ
ィ
な
ど
を
そ
ろ
え
る
。
ラ
ン
チ
は
、

サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
付
き
。

　
「
Ｆ
」
の
文
字
を
記
し
た
看
板
が
目
印
の

『
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
』。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
家

具
や
味
わ
い
の
あ
る
照
明
で
キ
ュ
ー
ト
な

雰
囲
気
。
地
元
農
園
の
採
れ
た
て
野
菜
や

県
産
食
材
を
取
り
入
れ
た
料
理
、
パ
テ
ィ

シ
エ
が
作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、

充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
内
容
。
夜
は
カ
ク
テ

ル
な
ど
の
お
酒
も
楽
し
め
る
。

　
『
一
会
』
は
、
築
百
八
十
年
の
古
民
家
で
、

自
家
栽
培
の
お
米
や
こ
ん
に
ゃ
く
、
無
農

薬
野
菜
、
奥
久
慈
し
ゃ
も
を
は
じ
め
と
す

る
新
鮮
な
奥
久
慈
食
材
を
堪
能
で
き
る
和

食
処
。「
奥
久
慈
軍
鶏
の
親
子
丼
」
や
、「
け

ん
ち
ん
そ
ば
」
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
。

冬
は
お
座
敷
の
掘
り
ご
た
つ
で
。

　

ま
ち
な
か
「
天
ぷ
ら
み
よ
し
」
の
味
を

受
け
継
ぐ
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
カ
フ
ェ
ス

ペ
ー
ス
『
ト
ゥ
ー
リ
ー
』。
ラ
ン
チ
は
洋
食
。

デ
ィ
ナ
ー
は
和
食
。
常
陸
牛
1
0
0
％
の

ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
、
新
鮮
な
お
刺
身

や
天
ぷ
ら
。
デ
ザ
ー
ト
に
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
な
ど
、
ど
ち
ら
も
楽
し
め
る
和
洋
二
刀

流
レ
ス
ト
ラ
ン
。

煉瓦亭
大子町池田 1502-1　℡ 0295-72-2110
11:00 〜 18:00　月曜・火曜休

「バニラトーストセット」

3

D A I G O
G O U R M E T T O U R

町
民
に
愛
さ
れ
る
老
舗
・
名
店
が
ず
ら
り
と
並
ぶ

R 1 1 8 沿いには
魅惑の大子グルメがいっぱい！

トゥーリー
大子町北田気 975-4　℡ 0295-76-8844
11:00 〜 14:00、17:00 〜 19:00
月曜・火曜休

「常陸牛ハンバーグステーキ」

8

一会
大子町川山 765-2　℡ 0295-76-8088
11:00 〜 14:00、17:30 〜 21:00
月曜・火曜休

「奥久慈軍鶏の親子丼」

7 くれしぇんど
大子町池田 2603-3 　℡ 0295-72-2176
11:30 〜 14:00LO　17:00 〜 18:30LO
木曜休

「とんかつラーメン」

1

和風レストラン みのわ
大子町池田 1554-2　℡ 0295-72-4435
11:30 〜 14:30（LO13:45）、17:00 〜 20:00（L019:15）火曜休

2

「和風ステーキ丼」

久慈食堂
大子町池田 1318-3　℡ 0295-72-2518
11:30 〜 14:00、17:00 〜 19:00　金曜休

「B定食」

4

さわ
大子町池田 72-2  　℡ 090-1796-7964
11:30 〜 14:00、17:00 〜 20:00（LO19:30）
水曜・第 4 火曜休・第 2 火曜夜休

「カツカレー」

5

6 F R A M B O I S E（フランボワーズ）
大子町池田 738-2　℡ 0295-72-0739
11:00 〜 16:30（LO16:00）
月曜のみ 11:00 〜 14:30（LO14:00）　火曜・第 3 月曜休

「ハーブポークのソテー」※ランチ時



　

駅
前
の
商
店
街
を
二
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
進
み
、
呉
服
屋
の
角
を
曲
が
る

と
見
え
て
く
る
。
ひ
ら
ひ
ら
と
は
た

め
く
暖
簾
に
は
「
や
き
そ
ば
」
の
四

文
字
。
昔
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
れ
一

択
。
そ
れ
が
大
子
の
髙
倉
だ
。

　

店
内
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
た
た
き
の
床
、
四
人
が

け
の
テ
ー
ブ
ル
が
三
つ
、
端
っ
こ
の

小
さ
な
手
洗
い
場
、
明
治
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
冷
凍
庫
、
七
転
八
起
と
書

か
れ
た
ダ
ル
マ
の
壁
掛
け
ま
で
、
す

べ
て
の
配
置
が
初
め
て
来
た
時
か
ら

き
っ
ち
り
同
じ
場
所
に
あ
る
。

　

私
の
髙
倉
デ
ビ
ュ
ー
は
小
学
生
の

時
。
当
時
高
校
生
の
従
兄
弟
の
お
姉

ち
ゃ
ん
に
連
れ
て
来
て
も
ら
っ
た
。

真
っ
白
い
お
皿
に
焼
き
そ
ば
が
盛
ら

れ
、
箸
で
は
な
く
フ
ォ
ー
ク
が
添
え

ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、「
焼
き
そ

ば
っ
て
フ
ォ
ー
ク
で
食
べ
る
ん
だ
」

と
思
っ
た
。
う
ち
の
食
卓
に
は
出
て

こ
な
か
っ
た
フ
ォ
ー
ク
で
食
べ
る
焼

き
そ
ば
は
子
ど
も
心
に
新
鮮
だ
っ
た
。

　

独
特
の
歯
応
え
が
あ
る
麺
は
炒
め

て
あ
る
の
に
油
っ
こ
く
な
い
。
む
し

ろ
あ
っ
さ
り
。
具
も
キ
ャ
ベ
ツ
だ
け

と
潔
い
。
と
ろ
み
の
少
な
い
ソ
ー
ス

に
秘
密
が
あ
る
の
か
、
酸
味
の
あ
る

さ
っ
ぱ
り
し
た
こ
の
味
が
時
折
無
性

に
食
べ
た
く
な
る
。「
ソ
ー
ス
っ
て
何

か
特
別
な
の
？
」
と
聞
い
た
ら
、
あ

ま
り
言
葉
数
の
多
く
な
い
店
の
お
ば

ち
ゃ
ん
が
「
企
業
秘
密
」
と
言
っ
て

小
さ
く
笑
っ
た
。
お
ば
ち
ゃ
ん
は
や

さ
し
い
人
で
、
子
ど
も
だ
け
の
客
に

も
よ
く
し
て
く
れ
た
。「
あ
ら
、
こ
ん

に
ち
は
」「
今
日
は
寒
い
ね
」
そ
の
程

度
の
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
だ
が
、
顔

を
覚
え
て
く
れ
て
い
る
の
が
う
れ
し

か
っ
た
。
す
ぐ
目
の
前
に
算
盤
と
習

字
の
塾
が
あ
っ
た
の
で
、
塾
帰
り
の

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
年
代
の
人
が
お
ば
ち
ゃ
ん
の
焼

き
そ
ば
を
食
べ
に
や
っ
て
く
る
。

　

上
小
川
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
二

つ
隣
の
駅
か
ら
片
道
二
〇
円
ほ
ど
の

電
車
賃
を
か
け
て
、
大
子
町
ま
で
遊

び
に
出
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
町
に
来

る
楽
し
み
は
噴
水
ジ
ュ
ー
ス
と
農

協
の
ス
ー
パ
ー
の
入
り
口
の
ア
メ
リ

カ
ン
ド
ッ
グ
、
そ
し
て
闍
倉
の
焼
き

そ
ば
だ
。
先
の
二
つ
は
と
う
に
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
焼
き
そ
ば
は

今
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。
祭
り
や
縁

日
の
焼
き
そ
ば
の
匂
い
に
誘
わ
れ
る

と
、「
だ
っ
た
ら
髙
倉
行
こ
う
ぜ
」
と

誰
か
が
言
う
。
懐
か
し
い
味
、
で
も

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
素
朴
だ
が
実

に
中
毒
性
の
高
い
独
特
の
お
い
し
さ

が
あ
り
、
今
で
も
時
々
ふ
ら
り
と
足

が
向
い
て
し
ま
う
の
だ
。

初
め
て
行
っ
て
も
懐
か
し
い

何
度
行
っ
て
も
ま
た
食
べ
た
い

五
十
年
以
上
変
わ
ら
な
い

香
ば
し
い
ソ
ー
ス
の
香
り
と
や
さ
し
い
笑
顔

今
日
も
ふ
る
さ
と
大
子
の
路
地
裏
で

ひ
ら
ひ
ら
と
手
招
き
す
る
よ
う
に
揺
れ
て
い
る

茄
子
紺
色
の
あ
の
暖
簾

「焼きそば」並300円、大盛500円。お
持ち帰り可。夏はかき氷有。

髙倉の味をしっかり受け継いでい
る二代目店主のふみ江さん。

髙倉
大子町大子 706-1　℡ 0295-72-0725
9:30 〜 18:00　木曜休
[ M a p : p 2 0 ]

2 5 2 4

　
だ
い
ご
味
の
記
憶



お
ひ

大子おやき学校   [ M a p : p 3 0]
大子町大字槙野地 2469
℡ 0295-78-0500
おやき体験教室受付 9:30～14:30
水曜、12/31・1/1 休
カフェ「茶イム」
11:00～14:00（土・日・祝日のみ営業）

大子の農産物などを具材に、現代風にアレンジされた『大子お
やき』は昔ながらの素朴な味わいで種類も豊富。おやき体験が
できる施設も人気。

大子おやき

全国のそば通も唸る名品種・常陸秋そばは、選抜育成法
により 3 年余の歳月をかけて誕生。実が大きく風味豊か
で、甘みと香りが抜群に良いのが特徴。

みらんど袋田   [ M a p : p 1 8 ]
大子町袋田 383-1
℡ 0295-79-0296
9:00～15:00 
（レストランは 11:00～14:00）
火曜休（祝日の場合は営業）、年始休

常陸秋そば

流れが強く、良質な苔ができる久慈川で育った天然鮎
は、香り高く身が締まっていて姿も良いと評判。

道の駅 奥久慈だいご [ M a p : p 2 2 ]
大子町池田 2830-1
℡ 0295-72-6111
8:30～17:00（なくなり次第終了）
元日休

久慈川の鮎

2 62 7

あ

約 500 年の歴史がある奥久慈茶は、低温多雨の気候と冬の寒さ
という厳しい環境で育つため、香りが強く、渋みとうま味が絶
妙なバランスの茶葉となる。

奥久慈茶の里公園   [ M a p : p 3 1 ]
大子町左貫 1920
℡ 0295-78-0511
9:00～16:30
水曜休

奥久慈茶

だ

豊かな自然と寒暖差のある環境で、地元の米職人が丹精込めて
育てる大子のお米。全国の主要コンテストで数々の賞に輝き、
そのおいしさはお墨付き。

だいご味
み

らんど 道の駅店 [ M a p : p 2 2 ]
大子町池田 2830-1
℡ 0295-72-6115
8:30～17:30（12～3 月は～17:00）
元日休

大子産米

こ

江戸時代には、水戸藩の専売品として藩財政を支えたという奥
久慈こんにゃく。とろける食感の刺身こんにゃくや伝統食材凍
みこんにゃくなどが人気。

こんにゃく関所   [ M a p : p 1 8 ]
大子町袋田 2698-8
℡ 0295-77-5011
売店 8:30～18:00 レストラン 11:00～14:30
不定休

奥久慈こんにゃく
こ

ふっくら食感を追求したこだわりの塩焼き

様々なこんにゃくが揃う製造直売所

茶摘みや手揉み体験など奥久慈茶をとことん堪能

新鮮な地元生産の農産物がいっぱい

懐かしい木造校舎で「大子おやき」を召し上がれ

常陸秋そばなど大子ならではのメニューが豊富

豊かな水源と高品質な素材を元に、伝統の技で作り上げる奥久慈
のゆば。かって水戸黄門がわさびで食して感嘆し、接待用に好ん
で用いたといわれる。

奥久慈ゆば

ゆ

ゆば壱   [ M a p : p 1 8 ]
大子町袋田 2698-8
℡ 0295-77-5011
8:30～18:00
 不定休

奥久慈の豊かな自然の恵みをお届け

だ
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いごの食辞典
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茨城県産の花豆「常陸大黒」を餡に
練り込み、皮には沖縄黒糖を使った
上品な味わいの揚饅頭は、人気和菓
子店の看板商店。

常陸牛を扱い、メンチカツ・コロッケ
でも人気の精肉店が、地元名物の鮎に
因んだ品をと扱い始めた鮎の甘露煮。
頭から尻尾まで丸ごと味わえる。

奥久慈しゃも生産組合公認の、しゃ
も肉の歯応えを楽しめる本格カ
レー。しゃものガラスープと奥久慈
産のりんごで奥深い味わいに。

こだわりのドイツ産原料と大子の湧
水で作られるビール。大麦麦芽に加
え小麦麦芽も使用するヴァイツェン
は、苦味が少なくフルーティー。

サンふじを主原料とした発泡酒。口
に含んだ瞬間りんごの香りが口の中
に広がり、副原料「吉成園」のほう
じ茶の薫香が鼻に抜ける。

2016 年に販売開始したりんごバ
ターは、糖度を抑えたりんごジャム
にバターのまろやかなコクが絶妙に
マッチ。大子の道の駅でも購入可。

りんご農園で作られる手作りジャ
ムは、紅玉の甘味と酸味を生かし
た自然な味わいで人気。手作り
ジャム体験も実施している。

上小川キャンプ場の女将が３５年
間家族のために作り続けたプリン。
口の中でとろ－り溶ろけるやさし
い味わい。

創業 90 年以上の和菓子店の酒まん
じゅうは、北海道産の小豆を使った
こし餡とふっくら柔らかな生地が特
徴。大子の道の駅でも購入可。　　

創業 100 年以上の菓子店の草餅。
程よい甘さの、後味のよい上質な
つぶし餡で、1 年を通して人気。冬
季のチョコレート饅頭も名物。

生クリーム大福に氷餅風の寒天と粉
末オブラートをまぶし、久慈川冬の
風物詩、氷花（シガ）を表現した、
創業 110 余年の老舗による美しい
和洋折衷菓子。

菓匠 宮川   [ M a p : p 3 0]
大子町下野宮 1657
℡ 0295-72-1637
9:30 〜 17:30
水曜休

山林堂  [ M a p : p 2 0]
大子町大子 623
℡ 0295-72-0017
8:00 〜 17:00
日曜休

奥久慈屋 吉餅  [ M a p : p 1 8 ]
大子町袋田 2247-7
℡ 0295-72-1155
8:00 〜 17:30
不定休

有限会社船橋  [ M a p : p 2 0]
大子町大子 698
℡ 0295-72-0050
8:00 〜 17:30
日曜休

奥久慈しゃも生産組合   [ M a p : p 1 8 ]
大子町袋田 3721
℡ 0295-72-4250
9:00 〜 17:00
水曜休

大子ブルワリー   [ M a p : p 3 1 ]
大子町上金沢 1653
℡ 0295-72-8888
平日 11:00 〜 17:00
土・日 11:00 〜 18:00
水曜休

しいなりんご園   [ M a p : p 2 2 ]
大子町川山 897
℡ 0295-72-2664
9:30 〜 16:00（10 月～1 月頃まで）
火曜・年末年始休

佐川果樹園   [ M a p : p 3 0]
大子町高柴 3237
℡ 0295-76-0727
8:30 〜 17:00（ただしスタッフ常駐期間は
9 〜 11 月末まで）
無休

仲野りんご園   [ M a p : p 3 0]
大子町浅川 3378
℡ 0295-72-1579
9:00 〜 16:00
 （ただし農作業中は不在の場合あり）
不定休

竹内商店  [ M a p : p 3 0]
大子町頃藤 3532
℡ 0295-74-0006
10:00 〜 17:00
月曜・火曜・水曜・木曜休

井坂本店  [ M a p : p 2 0]
大子町大子 671
℡ 0295-72-0027
9:00 〜 17:00
木曜休

やみぞ森林のビール  ヴァイツェン（330ml） 
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D a i g o M i y a g e
大子で見つけた“旅みやげ”

常陸大黒揚饅頭

草餅

氷
し が

華餅

鮎の姿煮

奥久慈しゃもカレー

手作りジャム

ホワイトプリン（プレーン）

ハードサイダー

FRESNO（フレズノ）
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矢祭山駅

東館駅

南石井駅
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大子町役場
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J
R
水
郡
線

袋田の滝・生瀬滝
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民宿 芋の里

男体山

不動滝
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奥久慈膳所
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p.29栃木県

福島県

大子町

常陸太田市

常陸大宮市

生瀬富士

月居山

寿昌庵 けん坊 p.15

醤家 大子店
下町水車

菓匠 宮川 p.28
安藤菓子店

和風レストラン七曲り p.11

格さん 鈴乃園

庄の家 p.16

髙見カフェ p.14

p.22

ファミリーマート
JA常陸奥久慈店

竹内商店 p.28

追分りんご園 p.6 奥久慈憩いの森

佐川果樹園 p.29

常陸大子駅
永源寺

道の駅 奥久慈だいご／
だいご味らんど
道の駅店 p.26

袋田温泉

大子温泉
やみぞホテル
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春

百段階段でひなまつり（2月or 3月）

十二所神社の参道にある通称「百段階段」をひ

な壇に見立て、約 1 , 0 0 0 体のひな人形が飾り

つけられます。

常陸国 YO SA KO I 祭り（5 月）

地 元 チ ー ム も 含 め、 全 国 か ら 1 0 0 を 超 え る

チームが集結し、3 , 0 0 0 人以上の踊り子が力

強い踊りを披露し会場は熱気に包まれます。

ぶんぬき祭（5 月）

十二所神社の春季例大祭の余興として、4 年に一

度開催されます。太鼓の皮を打ち抜くほど荒々

しく打ち合うところからその名がつきました。

浅川のささら
江戸時代から続く奉納獅子舞で、県の無形文化財

に指定されています。熊野神社・真弓神社の遷宮

に合わせて行われる 20 年に一度 の開催です。

夏

近津神社の中田植（6 月）

下野宮近津神社で毎年夏至の日に豊作を祈願して

行われる田植祭です。平成 26 年に町指定無形民

俗文化財に指定されました。

花火大会と灯籠流し
大子地蔵尊祭礼の余興として開催されたのが始

まりで、8 0 年を超える歴史を持つ花火大会で

す。大子の夏の風物詩となっています。

秋

丘の上のマルシェ（9 月）

1 0 0 店舗を超える店舗が大子広域公園に出店

し、農産物や陶芸品など 手作りの商品が販売さ

れるイベントです。

奥久慈大子まつり（1 0 月）

地元グルメのうまいものグランプリやステージイ

ベントなど、奥久慈大子の味力（魅力）発信をテー

マに、常陸大子駅周辺で開催しています。

冬

大子来人
四季折々に異なる趣きを見せる「袋田の滝」。毎年

紅葉の時期には、“大
ダ イ ゴ ラ イ ト

子来人” ライトアップされダ

イナミックで幻想的な姿を見ることができます。

※掲載されている情報は2026年3月時点のもので、取材先の都合等により、料金・休日等が変更になる場合がございます。予めご了承ください。



Daigo

た
べ
る
、

た
び
。

大
子

Gourmet guide

茨城県
大子町　

企画・制作：

NPO法人 まちの研究室

〒319-3526

茨城県久慈郡大子町大子 705

TEL.0295-76-8025

http://machiken-npo.com

大子町へのお問い合わせ・

観光情報はこちら：

■ 大子町観光商工課

TEL.0295-72-1138

https://www.town.daigo.ibaraki.jp

■ 一般社団法人大子町観光協会

TEL.0295-72-0285

https://www.daigo-kanko.jp
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